
令和７年度 建設業の魅力発信の取組み状況

参考資料②



建設産業の魅力発信・女性活躍に関する取組状況 福岡県

福岡県建設産業魅力発信＆女性活躍イベント2025
令和５年度から始めた建設産業の魅力発信を更に深化させるため、①全国初となる県公認の『建設産業PRプロデューサー』を
任命しました。また、②普通高校の学生が初めての現場をキリトル『青春BUILD 福岡県×ケンセツ×PHOTO』、③ 建設を専攻
する高校生の『現場体験会』、④小中学生やそのご家族が建設産業の今を体験する『ふくおかケンセツ☆ジュニアラボ』、⑤
建設産業で活躍する女性たちと建設産業の未来を語る『Constructive Talk Cafe』を開催。

▲当日の様子

⑤Constructive Talk Cafe

②青春BUILD 福岡県×ケンセツ×PHOTO

対象者：主に小学生・中学生
会 場：久留米シティプラザ六角堂広場
内 容：PRプロデューサー、業界6団体協力による

体験型コンテンツ
インフラツーリズム
ステージイベント

参加者：2,395人（延べ人数）

折尾高学校（土木編） ：17人
若葉高学校（建築編） ：13人

普段、建設と全く関わりのない高校生がはじめ
ての現場で、はじめての建設の世界と出会う。

▲イベントの様子

①建設産業PRプロデューサー

▲知事による任命式の様子

福岡県出身 デミー博士こと出水享氏に任命！

④ふくおかケンセツ☆ジュニアラボ

③現場体験会

浮羽工業高校：20人
大牟田高校 ：35人

▲体験会の様子

対象者：建設産業に興味のある女性 等
会 場：天神ワンフクオカビル

福岡天神蔦屋書店SHARELOUNGE
内 容：モデレータとパネリストによる

トークセッション
参加者：52人（土木編）、47人（建築編）

▲撮影写真

▲イベントの様子 ▲イベントポスター ▲イベントポスター



昇降車

１ 日 時 令和7年11月8日（土）、9日（日）

２ 場 所 佐賀唐津道路工事現場（佐賀市嘉瀬町）

３ 参加者 小学４～６年生とその保護者 18組 39名

４ 内 容 ・橋台への「夢描き体験」

・建設機械操作体験

令和７年度「親子で楽しむ建設現場体験会」 【佐賀県】

計
11月9日（日）11月8日（土）

参加者
午後（雨）午前午後午前

18人4人6人3人5人子ども

21人6人7人3人5人保護者

39人10人13人6人10人計

ダンプ タイヤローラ

ブルドーザバックホウ

ドローン＋シミュレーター

夢描き体験 記念品プレゼント

①オリジナル
トートバッグ

②集合写真
（ラミネート加工）

③飴のつかみ取り

④各種ノベルティ



【⻑崎県】建設業の魅力発信の取組み状況

「土木の日」のイベント開催
産学官で連携して「土木の日」のイベントを開催し、県民の皆さんに土木の役割を知ってもらうと共に、
土木を身近に感じてもらえるよう、パネル・模型展や現場見学会などを通して土木の魅力を発信！！

女神大橋 開通20周年記念「主塔登頂ツアー」の開催
普段は立ち入ることができない “女神大橋の主塔（高さ約175m）” に登り、長崎港を360度見渡せる
特別体験イベントを開催！！ 長崎の景観と土木技術の価値を体感していただきました。

パネル展示 ダム模型での実験 現場見学会

パネル展示・説明 主塔登頂 橋の内部



建設業の魅力発信の取組み状況

建設企業の魅⼒発⾒フェア（合同説明会）

■⽇時︓ 令和７年（２０２５年）６⽉１０⽇（⽕）
■場所︓ グランメッセ熊本（上益城郡益城町）

■参加者︓ 出展企業６２社、高校生等約７８０人

就職活動を控える高校３年生や若⼿求職者を主な対象に、県内建設産業への就職を促進する機会
として、県内建設企業が一堂に会するフェア（合同説明会）を開催。



建設業の魅力発信の取組み状況

工業高校オープンキャンパス支援

■時期︓ 令和7年（２０２５年）７⽉〜８⽉
■対象校︓熊本⼯業高校(熊本市)、玉名⼯業高校(玉名市)、小川⼯業高校(宇城市)、

球磨⼯業高校(人吉市)、天草⼯業高校(天草市)

中学生やその保護者を対象に、⼯業高校土木科の志望者増につなげるため、⼯業高校オープンキャン
パスにおいて、建設産業の魅⼒ＰＲに関する取組みを⽀援。

■内容︓ＶＲ重機操作体験、学校紹介動画・パンフレットの作成、熊本地震復興パネル展⽰ など



建設業の魅力発信の取組み状況

建設関連広報

■⽇時︓ 令和７年（２０２５年）10⽉18⽇（土）〜19⽇（⽇）
令和７年（２０２５年）10⽉25⽇（土）〜26⽇（⽇）

■場所︓ 花畑広場（サクラマチクマモト前）

主に未就学児やその保護者に対して、建設業の役割や魅⼒に触れてもらうため、イベント会場において
土木体験ブースを設置。

■来場者︓約2,400人



建設業の魅力発信の取組み状況

「土木の日」フォトコンテスト

■応募期間︓ 令和７年(2025年)6⽉23⽇〜令和７年(2025年)10⽉10⽇
■テーマ︓ 「わたしの推し土木」

■募集結果︓合計216点（一般︓53点、小学生︓17点、中高生︓103点、インスタ︓43点）

「土木の⽇」の取組みの一環として、土木の世界や建設産業の魅⼒を、幅広い県⺠に⾝近に感じてい
ただく契機とするため、フォトコンテストを開催。

＜小学生部門グランプリ＞

＜インスタ部門グランプリ＞

＜中高生部門グランプリ＞

＜一般の部門グランプリ＞



建設業の魅力発信の取組み拡大に向けて

○ 建設業協会青年部会と国土交通省 大分河川国道事務所、大分県の3者共催で、「第5回土木建築フェスタin大分駅前」を開催
大分工業高校、鶴崎工業高校、大分高専、大分大学、日本文理大学も参加し、産学官が連携して、建設産業の魅力を発信した。
開 催 日 ／令和7年１０月18日（土）10:00～16:00 天候／晴れ一時雨
会 場／大分駅府内中央口（北口）広場 来場者数／2，737人
出展内容／・災害対応車両試乗体験 ・バックホウ操作体験 ・高所作業車試乗体験 ・アーチ模型組み立て体験 ・災害ＶＲ体験

・建設現場ＶＲ体験 ・ドローン操作体験ほか

VR体験（防災）ショベルカー操作体験コンクリートデモ体験 災害対応車輛乗車体験



建設業の魅力発信の取組み拡大に向けて
「建設産業に女性のチカラを」
大分県では令和2年度から建設産業における女性の活躍を推進する事業を展開し、経営者向けのセミナーや女性が技術を学び職域
拡大につなげるスキルアップセミナーのほか、建設産業で働く女性のロールモデルに取り組んできました。
ロールモデルとなる女性たちは自らが社内で活躍するとともに、高校生など学生との交流会を通じて建設産業の魅力を発信してい
ます。

第1回Buildy研究会

Buildy×BUILD OITA×学生交流会 in知事公舎



建設業の魅力発信の取組み拡大に向けて



建設業の魅力発信の取組み拡大に向けて
次世代の担い手確保のため、大分県内の小・中学生向けに、モノづくりの楽しさに触れる体験型講座「土木・建築

おしごと教室」を開催した。
講 座 数：７講座（延べ２日間） ※１講座：６０分・定員20～30組 募集対象：小学５年生〜中学２年生（および保護者） 参加者：児童・生徒109名

測量体験

保護者への「高い満足度」と事業のもたらす「イメージアップ効果」

80%

16%
4%

イメージの変化

変化した 変わらない 未記入

・建築士になりたい息子が興味を持ってくれた
・子どもと一緒に大人も楽しめた
・色塗りが楽しかった ・ワクワクして話が聞けた
・付き添いでもとても勉強になった
・１つづつしっかり体験できた
・土木の最新技術はすごい
・測量の機器を実際に触れた
・最新技術に触れることで建設業のイメージが良くなった
・楽しく建築に触れることができた
・仕事のやりがいが分かった

（保護者アンケートより抜粋）

建築設計 地盤（液状化実験） 土木設計（橋梁プラモデル）



令和７年度 土木の魅力発信の取り組み（宮崎県）

【重機体験】

【出前講座】

【コンクリート体験】【測量体験】

【造園体験】

【橋の模型作り体験】

【区画線施工体験】



令和７年度 土木の魅力発信の取り組み（宮崎県）

・県道安賀多通線工事現場見学
・天下防災ステーション見学
・⻄階公園野球場整備事業見学



建設業の魅力発信に向けた取組 ⿅児島県

○作業体験や模型実験を取り入れた“ふれあい型”の現場見学及び出前講座を開催
○建設工事やインフラ施設をテーマにしたフォトコンテスト及びパネル展を開催
○県内高校生等を対象とした合同企業説明会や就職応援キャラバンを開催
○国，建設業協会等と連携し，一般県民向けに「土木フェスタ」イベントを実施
○建設産業のPR動画をSNS等で配信

現場見学会

土木フェスタ
（建設業協会・建設業青年部会主催）

県内高校生を対象とした
就職応援キャラバン現場見学会

県内高校生を対象とした
若手技術者との意見交換会

建設業の魅力発信ポスター



令和7年度 建設業の魅力発信の取組み 沖縄県
OKINAWA PREFECTURAL GOVERMENT

女性技術者交流会 in 県立美里工業高等学校

日 時 ： 令和７年12月15日（月）13：00～15：40

場 所 ： 沖縄県立美里工業高等学校

参 加 者 ： 高校生(11人) 
民間(teamけんせつ美ら小町）8名・県女性技術者(2名)

内 容 ： 将来を担う女性技術者の確保に向け、建築科を専攻する
女子高校生と民間・県等の建設業に従事する女性技術者が集

まり、建設業の現状や魅力に関する意見交換会を開催

パネル展示ブース



令和7年度 建設業の魅力発信の取組み 沖縄県
OKINAWA PREFECTURAL GOVERMENT

建設技術系職員等による小中学校出前講座

内 容 ： 将来の担い手確保のため、特に離島の小学校高学年から中 学生

向けに、建設業への興味や理解を深めるための出前講座を開催。

与那国町立久部良中学校
講義の様子

クイズ出題

粟国村立粟国小学校

耐震実験（クラフト作成）



建設業の魅力発信の取組み 北九州市

建設業の仕事で活躍するカッコイイ若者
「ケンセツ男子・ケンセツ女子」を紹介！

「北九州ゆめみらいワーク」に建設業ＰＲブースを出展 ウェブサイト「ケンセツ男子・ケンセツ女子」でＰＲ

● 日 時 ： 令和７年１２月１１日(水)・１２日(木) 9：30～16：００

● 目 的 ： 中学生や高校生等を対象に、市内建設業の仕事内容等について

● 会 場 ： 北九州メッセ

※来場者数 ： 1３,８４５人（建設業PRブース来場者数：約2,000人）

建設業ＰＲブース「明日の北九州市を支える建設業」

■ 測 量 ブース
・測量器具体験
・測量文化資料の展示 など

■ 設 計 ブース
・ヒューム管の展示
・管路更正方法の紹介など

■ 工 事 ブース
・消波ブロックキャンドル作成
・釘打ち体験 など

◆協力団体 : 北九州ＧＩＳ測量協会、北九州市建設コンサルタント協会、
北九州市建設業協会、北九州港湾建設協会

『ケンセツ男子・ケンセツ女子』とは？

世界遺産に登録された官営八幡製鐵所の創業以来、「ものづくりの街」

として、日本産業の近代化と高度経済成長の礎を築いてきた北九州市。

本市には、ものづくりの歴史の中で、脈々と受け継がれた技術や職人を

有する建設業者が数多く存在します。

こうした建設業の現場でイキイキと働く若者・女性たちの姿を専用

サイトで紹介しています。

『ケンセツ男子・ケンセツ女子』サイトはこちら

ＵＲＬ：http://www.city.kitakyushu.lg.jp/page/kensetsu-danshi-jyoshi/

「ケンセツ男子」「ケンセツ女子」いずれかで検索

■問合せ先／北九州市 技術監理局 技術企画課 093-582-2043

※ 現在６９名のケンセツ男子・ケンセツ女子を掲載中!!

直接聞き、体験することで建設業と地元企業の魅力を伝え、
若者の職業観を醸成し、将来の地元建設業への就職につなげるもの

測量器具体験 ヒューム管の展示

消波ブロックキャンドル作成 釘打ち体験



学･官･産 合同で現場研修会を開催 地元建設業団体と連携した現場見学会を実施

● 日 時 ： 令和７年９月１６日(火) １２：3５～１４：３０

● 会 場 ： 八幡工業高等学校 会議室、工事現場（市発注工事）

● 対 象 ： 福岡県立 八幡工業高等学校 土木科（１年生）

・ 工事現場の状況や現場で働く技術者を生徒が直接取材し、

リモートによる学校との生中継によって、学校にいる生徒も

リアルタイムで現場を体験。

■ 学生リポーターによる現場リモートパトロール

● 主 催 ： 北九州港湾建設協会
（後 援：北九州市／協 力：福岡県立 八幡工業高等学校）

● 日 時 ： 令和８年１月２７日(火) ９：００～１２：３０

● 対 象 ： 福岡県立 八幡工業高等学校 土木科（２年生）

● 見学先 ：若戸大橋（吊橋部）橋梁補修工事（6-2）

建設業の魅力発信の取組み 北九州市

学校内会議室

工事現場とリモート生中継

● 主 催 ：(一社）北九州市建設業協会
（後 援：北九州市／協 力：福岡県立 八幡工業高等学校）

・ 北九州市のシンボルであり、国の重要文化財でもある「若戸

大橋」の長寿命化対策工事の現場を生徒が見学。

■ 若戸大橋橋梁補修工事の見学



建設業の魅力発信の取組み状況 福岡市

ポスター型カレンダーの配布 SNSの活用
 Instagram、Facebookを活用した情報発信

 県内の高校等の学校と連携し、
工事現場の見学会を実施

現場⾒学会の実施技術体験イベント「みらい建設フェスタ」の開催
道路、河川、下水道などの都市インフラの役割や建設業の魅力を伝えることを
目的に、子どもたちを対象とした、見て・触れて・楽しめる技術体験イベント
「みらい建設フェスタ」を開催。（来場者数：二日間累計 約14,600人）

「みらい建設フェスタ」前回の様子「みらい建設フェスタ」前回の様子



建設業の魅力発信の取組 熊本市

出前講座

現場⾒学ツアー SNSの活用

・出前講座の実施

・現場⾒学ツアーの実施

・SNSの活用



沖縄総合事務局【継続】建設業の魅力発信の取り組み

【概要】
• 令和7年度は沖縄県内の各関係機関及び業界団体と協力を図りながら、女子中学生、工業高校生向けの

現場見学会・体験会等や業界団体のイベント開催への支援等の実施。

〈女子中学生体験会〉 〈工業高校生現場見学会〉



建設業の魅力発信の取組状況

 SNSを活用した魅力発信の取組
＜本局や各事務所において「X」「Facebook」「Instagram」「Youtube」を用い様々な情報を発信＞

 パトロール車の乗車体験やTEC服を着用した写真撮影等を実施
＜川内川河川事務所が土木・建築フェスタで未来を担う子どもたち向けに出展＞

 小学生を対象に重機乗車体験やドローン操作体験等を実施
＜延岡河川国道事務所が「土木の仕事に興味を持ってもらいたい」 という思いで現場見学会を実施＞

 災害対応協力業者の取組状況をHPで発信
＜災害発生時の応急対応、復旧作業を実施した災害対応協力業者の取り組み状況を発信＞

▲施工業者 ▲設計・調査業者

災害対応協力業者の取組状況（一例）

SNS総フォロワー数 約９０,０００ 人

・ X ： 約 75,500人

・ Facebook ： 約 6,000人

・ Instagram ： 約 ３,900人

・ Youtube ： 約 4,600人

TEC服を着用し車両と記念撮影

浸水ドア・降雨体験機

河川模型を用いた効果説明

クラフトペーパー

重機体験 測量体験

ドローン体験 レンガアーチ作り

照明車操作


